
がんの患者さんの多くは，モルヒネのような「医療用麻薬」の使用を恐れています 

こんな心配はありませんか？ 

治療の目標は 

□痛みがなく，夜眠れる 

□静かにしていれば痛くない 

□歩いたりからだを動かしたりしても痛くない 

□ 

麻薬中毒者のように気が
狂ってしまう 麻薬を使うのは， 

「末期」のがん患者だけだ 

麻薬を使うと 
寿命が縮む 

麻薬を使うと 
もうおしまいだ 

麻薬を使うといつか
効かなくなる 

「これらはすべて，根拠のない迷信です」 

A「いいえ，違います」 
医療用麻薬の中毒は500人に1人以下でしか生
じないことがわかっています。医療用麻薬の中
毒は「痛みのない方が，医師の指導なく」乱用
したときに生じます 

Q

麻薬を使うと寿命がちぢむのですか? A「いいえ，違います」 
痛みに対して，医療用麻薬を使った多くの患者
さんの調査では，麻薬の使用量が大量であった
人と，そうではなかった人との間に寿命の長さ
に変わりがなかったことがわかっています 

Q

麻薬を使うと中毒になりますか?

1～3日後に見直します 治療は， 
日 月 

医療用麻薬（モルヒネなど）をはじめて使用するとき 



医療用麻薬とは何ですか？ 

●いろいろな種類の医療用麻薬が使えます 
●医療用麻薬は全世界で使われています。 
日本では，他の国に比べて使用量が少なく
なっています 

Q

モルヒネ 
錠剤，カプセル，粉ぐすり， 
坐薬，注射 

オキシコドン 錠剤，粉ぐすり，注射 

フェンタニル 注射，貼りぐすり 30,000

世界の医療用麻薬使用量 

アメリカ カナダ ドイツ オーストラリア フランス イギリス 日本 
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100万人あたりの医療用麻薬 
の使用量を示す 

0

●生活上の注意 
　・子どもさんの手の届かない所へ保管しま 
　　しょう 
　・決められた時間に服用できないときは 
　　医師に相談してください 
　・自分の判断で服用を中断しないでくださ 
　　い。有害な反応が現れることがあります 

A 医療用麻薬とは，こういうものです 

●痛みを伝える神経に作用して痛みをやわらげます 
・バファリンのような一般的な鎮痛薬とは作用
する場所がちがうので，一緒に使用するほう
が効果的です 
・胃潰瘍など胃腸の粘膜を傷つけることはあり
ません 
・中毒になったり，寿命が短くなったりするこ
とはありません 
・早くから使っても効かなくなることはありま
せん 
・主な副作用は，便秘・吐き気・眠気ですが，
きめ細かく対応すれば対処できます 

説明を受けた方 

説明をした人 日 月 
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　頓用薬（レスキュー）を回数分使用しても痛みがとれない 
　嘔吐がひどく，水分をとることができない 
　眠気が強く，会話の途中や食事中にも眠ってしまう 
　混乱した会話や行動をする，幻覚がある 
　 

医師と相談しながら，きちんときめ細かく対応すれば大丈夫です 

生じた場合の対応 

医療用麻薬には，他のくすりと同じように副作用がありますが， 

・ほとんどの方で服用中は 

　ずっとみられます 

□下剤を内服して調節します 

■便秘　80%
・服薬して1～2週間みられ 

　ることがありますが，その 

　後なくなることがほとんど 

　です 

□予防のために吐き気止めを 

　最初の２週間内服します 

■吐き気　30%
・服薬して2～3日にみられ 

　ることがありますが，そ 

　の後なくなることがほと 

　んどです 

■眠気　30%
・まれな副作用です 

□下剤を増やしたり，2種類 

　以上の下剤を組み合わせた 

　りします 

□軽度なら数日以内におさまるので様子をみてください 

□ひどければ連絡してください 

　□他の吐き気止めを追加します 

　□他の医薬用麻薬に変更します 

　□使用量を減らします 

　□他の吐き気・眠気の場合の原因がないか確認します 

□連絡してください。おくす 

　りがからだに合わないので， 

　中止します 

□別のおくすりに変更します 

■混乱・幻覚 5%以下 

医療用麻薬の治療は， 
・「痛み」をとることと「副作用」
を予防することの2つが大切です 

・「痛み」と「副作用」のバランス
をいつも確かめ合いましょう 

こんなときは連絡してください 
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■定期的に使用する痛み止め（鎮痛薬） 

●鎮痛薬（NSAIDs） ① 

■痛みが強いときに使用する頓用薬（レスキュー） 

■副作用予防のくすり 

●下剤 ●吐き気止め 

時間間隔で 
朝・昼・夕・寝る前 

回まで 

●医療用麻薬 ② 

時間間隔で 回 1日 時 時 時 回まで 

②口頭で伝えてください。 
・痛みの治療に満足しているか，痛みで日常生活 
　に支障があり，対応した方がよいか？ 
・痛みは１日中あるか，たいていはいいけれど 
　時々ぐっと痛くなるか？ 

・眠気は…□なし　　□あり　　　□あり 

・吐き気は…□なし　□あり 
・便秘は…□なし　□あり 
・頓用薬（レスキュー）を１日何回使うか？ 

・効果は…□なし　□　　　　□ 

・使ったあとの眠気，吐き気は…□なし　□あり 
 
③痛みの経過シートに記入して伝えてください 

①質問票に記入して伝えてください。 

医師や看護師にはこうお伝えください 

（不快ではない） 

少し 
よくなる 

だいたい， 
完全によくなる 
 

（不快） 

こんなおくすりを使います 

　診察のときには，「生活のしやすさに関する質問票」 

　「わたしのカルテ」を持ってきてください 


